
男
女
共
同
参
画
出
前
講
座 

「
男
女
共
同
参
画
」
に
つ
い
て
広
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
，
生
涯
学

習
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
「
お
茶
っ
こ
飲
み
会
」
や
「
寄

り
合
い
」
な
ど
の
際
に
，
四
十
分
程
度
の
お
時
間
で
，
「
一
人
ひ
と
り

が
大
切
に
さ
れ
る
」
社
会
に
つ
い
て
，
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
問
い
合
わ
せ
は
，
裏
面
の
男
女
共
同
参
画
推
進
室
ま
で
。 

   

子育ては，相当の労力と繊細な心遣いを必要とする大変な仕事です。私は，子育て支援の活動

で宮城県版親の学びのプログラム・親の道しるべという研修会のお手伝いをしています。昨年度

は，田尻・鹿島台・三本木エリアで就学前のお子さんの保護者を対象に行われました。参加型の

ワークショップで，グループ内の交流や話し合いを進めるうちに自ら大切なことに気づく工夫が

されています。最後はお母さんもお父さんも元気になり「優しい気持ちで子どもに向き合います。」

と，話してくれます。また，近隣の涌谷高校では，三年生を対象に「親になる準備」のためのプ

ログラムも行われています。お世話になった人や，心の支えとなった言葉などを振り返り，一人

一人が未来の親として生きるヒントを感じ取っていたようです。      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆
さ
ん
，
男
女
共
同
参
画
と
聞
く
と
「
女
性
の
問
題
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
，
男
性
に
と
っ
て

も
重
要
な
問
題
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
二
十
四
年
度
に
市
が
実
施
し
た
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市

民
意
識
調
査
に
よ
る
と
，
「
夫
は
外
で
働
き
，
妻
は
家
庭
を
守
る
べ

き
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
に
最
も
近
い
気
持
ち
は
，
と
い
う
質
問
に

対
し
て
，
「
賛
成
」
ま
た
は
，
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」
と
答

え
た
割
合
が
五
十
％
を
超
え
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

「
男
は
外
で
働
き
，
女
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
。
」
な
ど
と

い
う
性
別
を
理
由
と
し
て
役
割
を
固
定
的
に
分
け
る
考
え
方
の
こ
と

を
「
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
」
と
言
い
ま
す
。
女
性
が
「
固
定

的
性
別
役
割
分
担
意
識
」
に
よ
っ
て
社
会
進
出
を
阻
ま
れ
て
き
た
，

と
い
う
こ
と
は
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
，
男
性
も
「
男
は
仕
事
」
，

「
男
は
強
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
，
性
別
に
よ
る
役
割
の
固

定
化
を
受
け
て
き
た
と
言
え
ま
す
。 

 

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
，
男
性
だ
か
ら
，
女
性
だ
か
ら
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
，
と
も
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
を
分
か
ち

合
い
，
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
す
。 

 

男
性
自
身
の
男
性
に
関
す
る
「
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
」
を

解
消
で
き
れ
ば
，
男
性
が
よ
り
暮
ら
し
や
す
く
な
る
社
会
を
築
い
て

い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

今後も多くの場面でこのプログラムが活用され，親の主体的な学びを取

り入れた「道しるべ」が広まっていくことを願っています。 

 新しい文化の様に。 

『親の道しるべ』＝平成 25 年震災後，そのストレスに悩み苦しむ子育て中の保護者の心の

ケアと安心のために，宮城県版「親の学びのプログラム」『親の道しるべ』十人十色の子育

て＆親育ちが作られました。 
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一人ひとりが一人の人間として大切にされる社会を目指します 

 
親  の  道  し  る  べ 

 

男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画
と
は 

リレーコラム 
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大崎市男女共同参画推進室 

 

 

 

宮城県子育てサポーターリーダー  佐々木由美子 

 



 

 高校時代の職場体験が，消防署だったことが，消防士になるきっかけになったという小野幸絵さん。

小学校から高校まで柔道をしてきたこともあり，男性と同じメニューの訓練をこなし，消防隊にはじ

まり，救助隊，現在の救急隊と住民の安全を守るため，日夜頑張っています。 

現場では，緊張が続くだけに，プライベートでは，映画鑑賞などで過ごすことも。いつ起こるかも

知れない事敀や災害に備え，24 時間勤務もこなしている小野さんですが，体力面では男女の差を感

じながらも，女性ならではのきめ細やかな視点を救急の現場で生かし， 

「ありがとう」と，感謝の言葉を言われ，消防士という仕事にやりがいを 

感じることも多いそうです。 

 大崎管内の消防署の職場環境も整備され，消防士を希望する女性も，少し 

ずつ増えているとのこと。 

 将来は，救急救命士の資格を取得し，救急隊で活躍したいと瞳を輝かせ， 

話してくれた笑顔の素敵な小野さんです。 

「大崎塾」って？ 

自分も他者も大切にする自

己表現の持ち方を学び，地

域を元気にしていく活動を

行う女性コーディネーター

を育成するための笑顔いっ

ぱいあふれ講座です。 

（全 8 回シリーズの講座で

す。） 

  

自己啓発編では，本来持っ

ている自分の良いところを

知り，自分の新しい可能性

を発見し，自己基盤をしっ

かり作る秘訣を伝授しま

す。 

８月～10 月の「企画向上

編」，「実践支援編」もお

楽しみに。広報おおさき等

でお知らせします。 

女性コーディネーター養成講座「大崎塾」開催！！ 

女子力アップ！3 つのポイント教えます！！ 

～知らない自分を発見し，もっと活動的になってみよう～ 

 日時：【1 回目】平成 28 年７月 ６日（水）９：３０～１２：００ 

     演題：「めざせ，ハッピーウーマン！根っこを育てて， 

夢を叶える体質になる」 

【2 回目】平成 28 年７月２０日（水）９：３０～１２：００ 

演題：「相手も自分も笑顔になるコミュニケーション 

    ～幸せの種を蒔く私になる～」 

講師：コーチング研修会社 ドリームフィールド  

代表取締役 阿部侑生（あべ ゆき） 氏 

対象：市内に在住または勤務する女性（２回とも参加できる

方） 

定員：30 名程度 

準備物：筆記用具 

申し込み：6 月 30 日（木）までに電話，FAX， 

メールにてお申込みください。 

※講師はテレビやラジオで活躍されたユッキーです。ミヤギテレビ放送「OH！バンデス」，

東北放送，FMのラジオパーソナリティを務めていました♪♪♪ 

大崎地域広域行政事務組合消防本部 

古川消防署 救急係主任兼総務係主任 

 

       地域で輝く女性たちを紹介します 

おおさき男女共同参画推進ニュース『With』では，みなさんのご意見・感想・情報をお待ちしております。 

大崎市市民協働推進部まちづくり推進課 男女共同参画推進室  

電話 23-5069 Fax：23-2427 E-mail：machi@city.osaki.miyagi.jp 

小

吉 

野

田 

幸

み 

絵

ん 

さ

ん 

自己啓発編 

ん

吉 

消防士長 

 

 


